
施策４-１-１ アジアを中心とした海外での事業展開支援の強化

施策４-１-１ アジアを中心とした海外での事業展開支援の強化

直接目標

海外展開する市内企業を支援し、海外で活躍する企業を増やす

主な成果指標

名 称
(指標の出典) 

現     状 
第１期実施計画期間
における目標値 

第２期実施計画期間
における目標値 

第３期実施計画期間
における目標値 

市が支援したビジネス
マッチングの年間成立
件数 
（経済労働局調べ） 

581件 
（平成２６年度） 

630件以上
（平成２９年度） 

660件以上
（平成３３年度） 

700件以上
（平成３７年度） 

グリーンイノベーショ
ンクラスターのプロジ
ェクトの年間件数 
（経済労働局調べ） 

2件
（平成２７年度） 

5件以上 
（平成２９年度） 

7件以上
（平成３３年度） 

10件以上
（平成３７年度） 

計画期間の主な取組

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

○海外販路開拓事

業

●海外ビジネス支援セン
ター（ＫＯＢＳ）でのワ
ンストップサービスの実
施 
（H26 支援件数：264社） 

●中国（上海、青島、瀋
陽、広州）、タイ（バンコ
ク）等での展示会出展に
よる市内企業活動の支援
（H26 出展数：20社） 

●海外サポート拠点の中
国（瀋陽）、タイ（バンコ
ク）での開設、現地支援
体制の構築 

●タイ工業省、ラオス計
画投資省との覚書締結に
よるタイ・ラオスと市内
企業との連携促進やサポ
ート体制の充実 

●海外ビジネス支援セン
ター（ＫＯＢＳ）でのワ
ンストップサービスの機
能充実とコーディネータ
ーによる市内企業の支援 
（支援件数：268社以上） 

●中国、タイ、ベトナム
等での展示会出展による
市内企業活動の支援 
（出展数：20社以上） 

●海外サポート拠点を通
じた現地支援体制の展開 

●タイ・ラオス等と市内
企業との連携促進やサポ
ート体制の展開 

●海外ビジネス支援セン
ター（ＫＯＢＳ）でのワ
ンストップサービスの機
能充実とコーディネータ
ーによる市内企業の支援 
（支援件数：270社以上） 

●海外サポート拠点を通
じた現地支援体制の展開
及び検証 

●タイ・ラオス等と市内
企業との連携促進やサポ
ート体制の展開及び検証 

事業推進 

○国際環境産業推
進事業 

●川崎国際環境技術展の
開催 
（H26 国際環境技術展に
おけるビジネスマッチン
グ数：380件） 

●川際国際環境技術展出
展企業等へのマッチン
グ・フォローアップの実
施 

●「グリーン・イノベー
ション推進方針」の策定、
方針に基づく取組の推進 

●川崎国際環境技術展の
開催 
（国際環境技術展におけ
るビジネスマッチング
数：390件以上） 

●川崎国際環境技術展出
展企業等へのマッチン
グ・フォローアップの実
施 

●グリーンイノベーショ
ンクラスターのプロジェ
クト創出による企業の海
外展開の支援及び国際貢
献の推進 

●川崎国際環境技術展の
開催 
（国際環境技術展におけ
るビジネスマッチング
数：400件以上） 

●川崎国際環境技術展出
展企業等へのマッチン
グ・フォローアップの実
施及び検証 

事業推進 

海外での販路開拓に
係る機会の創出、国
内外でのフォローアッ
プ等を通じ、市内企業
の海外ビジネス展開を
促進します。 

「グリーン・イノベーショ
ン推進方針」に基づ
き、新たな環境関連ビ
ジネスの創出やビジネ
スマッチングを促進し
ます。 



施策４-１-１ アジアを中心とした海外での事業展開支援の強化

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

○上下水道分野に
おける国際展開推
進事業 

●かわさき水ビジネスネ
ットワークを通じた水関
連企業の海外展開支援の
推進 

●ＪＩＣＡ等を通じた専
門家派遣や研修生・視察
者受入れの推進 

●かわさき水ビジネスネ
ットワークを通じた水関
連企業の海外展開支援の
推進 

●ＪＩＣＡ等を通じた専
門家派遣や研修生・視察
者受入れの推進 

事業推進 

アジア起業家誘致
交流促進事業 

●ＴＨＩＮＫ（テクノハ
ブイノベーション川崎）
を拠点とした取組の推進 

●上海市との環境技術交
流事業の実施 

●環境技術研修生の受入
等による環境技術の移転
促進 

●ＴＨＩＮＫ（テクノハ
ブイノベーション川崎）
を拠点とした取組の推進 

●上海市との環境技術交
流事業の実施 

●環境技術研修生の受入
等による環境技術の移転
促進 

水関連企業の海外展
開支援と世界の水環
境改善のため、上下
水道分野の国際展開
を推進します。 

アジア各国からベンチ
ャー企業等を誘致する
とともに、市内企業と
の交流促進を図ること
で、市内産業の活性
化を図ります。 



施策４-１-２ 魅力と活力のある商業地域の形成

施策４-１-２ 魅力と活力のある商業地域の形成

直接目標

魅力と活力のある商業地域の形成や付加価値が高く競争力のある商品の

供給により、商業を活性化させる

主な成果指標

名 称
(指標の出典) 

現     状 
第１期実施計画期間
における目標値 

第２期実施計画期間
における目標値 

第３期実施計画期間
における目標値 

小売業年間商品販売額
（商業統計調査）

9,838億円
（平成２６年） 

1兆円以上
（平成２９年） 

1兆円以上
（平成３３年） 

1兆円以上
（平成３７年） 

市場の年間卸売取扱量 
（経済労働局調べ） 

151,433t 
（平成２６年） 

151,433t 以上 
（平成２９年） 

151,433t 以上
（平成３３年） 

151,433t 以上
（平成３７年） 

計画期間の主な取組

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

○商店街課題対応
事業 

●街路灯のＬＥＤ化等の
商店街エコ化プロジェク
ト事業の実施 
（H26 実施数：全 59商店
街） 

●防犯カメラ、ＡＥＤ等
の設置を補助する安全安
心事業の実施 
（H26 実施数：全 31商店
街） 

●市内商店街における創
業予定者向けセミナーの
実施 

●老朽化した街路灯等の
除去を行う商店街施設の
撤去支援 

●街路灯のＬＥＤ化等の
商店街エコ化プロジェク
ト事業の実施 
（実施数：全 77商店街以
上） 

●防犯カメラ、ＡＥＤ等
の設置を補助する安全安
心事業の実施 
（実施数：全 37商店街以
上） 

●市内商店街における創
業予定者向けセミナーの
実施 

●老朽化した街路灯等の
除去を行う商店街施設の
撤去支援 

●街路灯のＬＥＤ化等の
商店街エコ化プロジェク
ト事業の実施 
（実施数：全 86商店街以
上） 

●防犯カメラ、ＡＥＤ等
の設置を補助する安全安
心事業の実施 
（実施数：全 40商店街以
上） 

事業推進 

○商業ネットワー
ク事業 

●「いいじゃんかわさき」
等の川崎駅周辺の商店街
イベントの支援 

●かわさきアジアンフェ
スタの実施 
（H27 来場者数：38,000
人） 

●川崎駅周辺をめぐり歩
く仮装パレード等を行う
カワサキハロウィンへの
支援 
（H27 来場者数：120,000
人） 

●「いいじゃんかわさき」
等の川崎駅周辺の商店街
イベントの支援 

●かわさきアジアンフェ
スタの実施 
（来場者数：38,000 人以
上） 

●川崎駅周辺をめぐり歩
く仮装パレード等を行う
カワサキハロウィンへの
支援 
（来場者数：120,000 人
以上） 

事業推進 

○地域連携事業 ●商店街の魅力を高める
イベント事業等への支援
（H26 支援件数：29件） 

●市内公衆浴場の経営安
定等の支援 

●銭湯マップ作成、スタ
ンプラリー等大田区との
連携事業の実施 

●商店街の魅力を高める
イベント事業等への支援
（支援件数:29件以上） 

●市内公衆浴場の経営安
定等の支援 

●銭湯マップ作成、スタ
ンプラリー等大田区との
連携事業の実施 

事業推進 

商店街の課題解決や
更なる機能向上を支
援し、商業課題への対
応を図ります。 

川崎駅周辺のイベント
を支援し、中心市街地
の魅力を PR します。 

商店街が行うイベント
等の支援を行います。 



施策４-１-２ 魅力と活力のある商業地域の形成

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

○まちづくり連動
事業 

●川崎駅周辺の大型店や
商店街等の連携による市
街地活性化の推進 

●大規模小売店舗が立地
する周辺地域の環境保持
の推進 

●川崎駅周辺の大型店や
商店街等の連携による市
街地活性化の推進 

・かわさきＴＭＯの新
たな事業手法の検
討・実施 

●大規模小売店舗が立地
する周辺地域の環境保持
の推進 

●川崎駅周辺の大型店や
商店街等の連携による市
街地活性化の推進 

・新たな事業手法に基
づくかわさきＴＭＯ
の運営 

事業推進 

○商業力強化事業 ●川崎商工会議所との連
携による商業集積エリア
活性化のためのエリアプ
ロデュース事業の実施
（H26 支援件数：5件） 

●魅力あふれる店舗や商
品を生み出す個店創出事
業の実施 
（H26 支援件数：2件） 

●専門家等が市内商店街
を訪問・指導する商店街
出張キャラバン隊事業の
実施 

●商店街連合会の機能強
化と活動支援 

●川崎商工会議所との連
携による商業集積エリア
活性化のためのエリアプ
ロデュース事業の実施
（支援件数：5件以上） 

●魅力あふれる店舗や商
品を生み出す個店創出事
業の実施 
（支援件数：2件以上） 

●専門家等が市内商店街
を訪問・指導する商店街
出張キャラバン隊事業の
実施 

●商店街連合会の機能強
化と活動支援 

●川崎商工会議所との連
携による商業集積エリア
活性化のためのエリアプ
ロデュース事業の実施及
び検証 
（支援件数：5件以上） 

●魅力あふれる店舗や商
品を生み出す個店創出事
業の実施及び検証 
（支援件数：2件以上） 

●商店街連合会の活動支
援 

事業推進 

○卸売市場の管理
運営事業 

●卸売市場の位置づけ、
役割、機能強化の方向性
等を定めた「卸売市場経
営プラン」の策定 

●南北市場における効率
的な管理運営の実施 

●「卸売市場経営プラン」
に基づく南北市場のそれ
ぞれの特性を活かした活
性化策の実 

●民間活力の導入や新地
方公会計制度に基づく財
務諸表の管理等による南
北市場の効率的な管理運
営の実施 

●民間活力の導入や新地
方公会計制度に基づく財
務諸表の管理等による南
北市場の効率的な管理運
営の実施及び検証 

事業推進 

○卸売市場施設整
備事業 

●施設の補修・改修工事
の実施 

●北部市場屋上駐車場防
水工事の実施設計 

●配送棟、パッケージ棟
の整備 

●施設の更新や老朽化対
策の実施 

●北部市場の屋上駐車場
防水工事の実施 

●民間活力による北部市
場青果荷捌場棟の整備 

●「卸売市場経営プラン」
に基づく施設整備に係る
基本計画・基本設計の調
査・検討 

●施設整備の検討を踏ま
えた実施 

事業推進 

計量検査事業 ●質量計やガスメーター
等の特定計量器の定期検
査の実施 

●小売店舗への立入検査
の実施 

●基準分銅等の質量標準
の適正な管理 

●質量計やガスメーター
等の特定計量器の定期検
査の実施 

●小売店舗への立入検査
の実施 

●基準分銅等の質量標準
の適正な管理 

事業推進 

計量管理推進指導
事業 

●正確な計量の推進を目
的とした「正量取引強調
月間」の開催（7 月・12
月） 

●「計量管理強調月間」
の開催（11月） 

●小学生等を対象とした
夏休み親子計量教室の開
催 
（H27 参加者数：58人） 

●正確な計量の推進を目
的とした「正量取引強調
月間」の開催（7 月・12
月） 

●「計量管理強調月間」
の開催（11月） 

●小学生等を対象とした
夏休み親子計量教室の開
催 
（参加者数：60人以上） 

事業推進 

川崎駅周辺の魅力あ
るまちづくりを進める
活動等を支援します。 

商業ネットワークの構
築、効果的な商店街
振興や魅力ある個店
の創出等を行うこと
で、地域価値を高める
商業地域の形成を推
進します。 

市場運営の効率化や
経営の健全化等を通
じて、これからの社会
にふさわしい卸売市場
の構築をめざします。 

老朽化した施設の補
修・改修工事等を行う
ことで、市場機能の維
持・向上を図ります。 

特定計量器の定期検
査や立入検査の実施
等により、計量の適正
な実施を推進します。 

事業者の正確な計量
や計量知識の普及啓
発事業を推進します。 



施策４-１-２ 魅力と活力のある商業地域の形成

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

商業バリューアッ
プ事業 

●集客向上等の課題解決
に取り組む商店街等を支
援する商業アドバイス事
業の推進 

●Ｂｕｙかわさき出品者
協議会の運営支援の実施 

●Ｂｕｙかわさきフェス
ティバルの開催 

●集客向上等の課題解決
に取り組む商店街等を支
援する商業アドバイス事
業の推進 

●Ｂｕｙかわさき出品者
協議会の運営支援の実施 

●Ｂｕｙかわさきフェス
ティバルの開催 

事業推進 

卸売市場関係事業
者に関する許可・指
導監督業務 

●法令に基づく各種の許
可、検査、指導、監督業
務の実施 

●専門家による経営改善
指導や事業者等への講習
会の実施 

●ホームページを通じた
情報発信や食育・花育講
座の実施 
（H27 講座数：6回） 

●法令に基づく各種の許
可、検査、指導、監督業
務の実施 

●専門家による経営改善
指導や事業者等への講習
会の実施 

●ホームページを通じた
情報発信や食育・花育講
座の実施 
（講座数：6回以上） 

事業推進 

商店街や商業グルー
プ等が抱える課題の
解決に向けた支援を
行うことにより、商業
の活性化を推進しま
す。 

法令等に基づく各種
の許可や指導監督業
務を行うとともに、市
場内事業者の経営改
善に向けた支援を行う
ことにより、市場の活
性化を推進します。 



施策４-１-３ 中小企業の競争力強化と活力ある産業集積の形成

施策４-１-３ 中小企業の競争力強化と活力ある産業集積の形成

直接目標

市内中小企業の技術を活かして事業展開できる環境を整備することで、経

営を改善し、成長を促進させる

主な成果指標

名 称
(指標の出典) 

現     状 
第１期実施計画期間
における目標値 

第２期実施計画期間
における目標値 

第３期実施計画期間
における目標値 

製造品出荷額等 
（工業統計調査） 

4兆2,968億円 

（平成２３～２５年平均） 

4兆2,968億円
以上

（平成２７～２９年平均）

4兆2,968億円
以上

（平成３１～３３年平均）

4兆2,968億円
以上 

（平成３５～３７年平均）

知的財産交流会におけ
るマッチングの年間成
立件数 
（経済労働局調べ） 

4件 
（平成２６年度） 

4件以上
（平成２９年度） 

4件以上
（平成３３年度） 

4件以上
（平成３７年度） 

計画期間の主な取組

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

○知的財産戦略の
推進 

●知的財産交流会の開催
（H27 開催数：4回） 

●知財コーディネーター
による事業化支援・市場
化支援 

●知的財産シンポジウム
の開催 
（H27 来場者数：63人） 

●知的財産スクールの開
催 
（H27 開催数：6回） 

●知的財産交流会の開催
（開催数：4回以上） 

●知財コーディネーター
の派遣拡充による事業化
支援・市場化支援の更な
る展開 

●知的財産シンポジウム
の開催 
（来場者数：75人以上） 

●知的財産スクールの開
催 
（開催数：6回以上） 

●「知的財産戦略」の改
定 

●知的財産シンポジウム
の開催 
（来場者数：85人以上） 

●「知的財産戦略」の運
用 

事業推進 

○ものづくり中小
企業経営革新等支
援事業 

●新技術・新製品開発等
の支援 

●産学共同研究開発プロ
ジェクトの支援 
（H27 支援件数：8件（新
技術・新製品開発等支
援・5 件、産学共同研究
開発プロジェクト支援・3
件）） 

●経営革新を進める市内
中小企業の新製品・新技
術開発等の支援の展開 

●大学、大企業の研究開
発機関と連携した産学共
同研究開発プロジェクト
の支援の展開 
（支援件数：9件以上（新
技術・新製品開発等支
援・6 件以上、産学共同
研究開発プロジェクト支
援・3件以上）） 

●経営革新を進める市内
中小企業の新製品・新技
術開発等の支援の展開及
び検証 

●大学、大企業の研究開
発機関と連携した産学共
同研究開発プロジェクト
の支援の展開及び検証 
（支援件数：9件以上（新
技術・新製品開発等支
援・6 件以上、産学共同
研究開発プロジェクト支
援・3件以上）） 

事業推進 

「知的財産戦略」の重
点事業として、大企業
の特許等を活用した
中小企業の新製品開
発支援や知的財産の
管理・活用の意識啓
発を図る研修等を行
います。 

市内ものづくり中小企
業の新技術・新製品
開発等を支援します。 



施策４-１-３ 中小企業の競争力強化と活力ある産業集積の形成

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

○ものづくり中小
企業販路開拓支援
事業 

●工業製品の販路開拓を
目的した展示会出展料の
補助 
（H27 支援件数：6件） 

●展示会への共同出展に
よる技術・製品のＰＲ支
援 

●工業製品の販路開拓を
目的とした展示会出展料
の補助 
（支援件数：10件以上） 

●展示会への共同出展に
よる技術・製品のＰＲ支
援 

事業推進 

○かわさきブラン
ド推進事業 

●川崎ものづくりブラン
ドの認定 
（H27 認定数：全 77件） 

●新聞・メディア等の各
種情報媒体による認定品
の情報発信 

●川崎ものづくりブラン
ドの認定 
（認定数：全 80件以上） 

●新聞・メディア等の各
種情報媒体による認定品
の情報発信 

●川崎ものづくりブラン
ドの認定 
（認定数：全 85件以上） 

事業推進 

テクノトランスフ
ァー事業 

●神奈川県及び公益財団
法人神奈川産業振興セン
ターとの共催による見本
市の開催 

●次年度の見本市開催内
容の検討 

●神奈川県及び公益財団
法人神奈川産業振興セン
ターとの共催による見本
市の開催 

●次年度の見本市開催内
容の検討

事業推進 

○事業承継・事業継
続支援事業 

●市内中小企業の事業承
継、事業継続計画（ＢＣ
Ｐ）の策定支援 

●市内中小企業の事業承
継、事業継続計画（ＢＣ
Ｐ）の策定支援 
（支援件数：4件以上） 

●市内中小企業の事業承
継、事業継続計画（ＢＣ
Ｐ）の策定支援及び取組
の検証 
（支援件数：4件以上） 

事業推進 

○川崎市産業振興
財団運営費等補助
事業 

●中小企業の経営・技術
面に関するコンサルティ
ング支援（窓口相談、ワ
ンデイコンサルティン
グ、専門家派遣） 

●出張キャラバン隊によ
る新事業分野でのビジネ
スマッチング等のコーデ
ィネート支援活動の実施 

●中小企業の経営・技術
面に関するコンサルティ
ング支援の実施（窓口相
談、ワンデイコンサルテ
ィング、専門家派遣） 

●出張キャラバン隊によ
る新事業分野でのビジネ
スマッチング等のコーデ
ィネート支援活動の実施 

事業推進 

○間接融資事業 ●制度融資による中小企
業への安定的な資金供給 

●制度融資による中小企
業への安定的な資金供給 

事業推進 

展示会への出展に関
する支援を実施し、中
小企業の取引機会の
拡大を図ります。 

優れた工業製品等に
ついて「川崎ものづくり
ブランド」の認定を行
い、市内工業製品等
の認知度向上及び販
路拡大を図ります。 

先端技術を有する企
業や大学・研究機関
等が出展する見本市
の開催を通じて、市内
企業の販路開拓や取
引拡大を支援します。 

市内中小企業の技術
力や経営資源を将来
にわたり、維持・発展
させるための取組を進
めます。 

中小企業の経営力・
技術力の高度化や新
事業創出を促進する
ため、国や県、地域の
産業支援機関等と連
携して多面的な支援を
展開します。 

市信用保証協会や取
扱金融機関との連携
により、中小企業等へ
の円滑な資金供給を
行います。 



施策４-１-３ 中小企業の競争力強化と活力ある産業集積の形成

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

信用保証等促進支
援事業 

●中小企業者の資金繰り
を支援するための信用保
証料の補助の実施 

●信用保証協会の経営基
盤の安定化に向けた代位
弁済補助の実施 

●中小企業者の資金繰り
を支援するための信用保
証料の補助の実施 

●信用保証協会の経営基
盤の安定化に向けた代位
弁済補助の実施 

事業推進 

○先端産業等立地
促進事業 

●先端産業創出支援制度
（事業所の新設に伴う土
地、建物、設備の取得等
に要する経費のうち、研
究開発機能に関する経費
の一部を助成）を活用し
た先端産業立地の促進 

●工業用地等需給情報の
収集と活用による積極的
な産業立地の誘導 

●先端産業創出支援制度
を活用した先端産業立地
促進 

●先端産業創出支援助成
金の申請受付 

●先端産業創出支援制度
による立地企業への助成
金交付と操業支援 

●工業用地等需給情報の
収集と活用による積極的
な産業立地の誘導 

事業推進 

○対内投資促進事
業 

●ジェトロ等関係機関と
の連携や市海外ビジネス
支援センター等の活用 

●ジェトロ等関係機関と
の連携や市海外ビジネス
支援センター等の活用 

事業推進 

○内陸部操業環境
保全対策事業 

●住工共生のまちづくり
活動の支援

●都市計画道路「宮内新
横浜線」建設に伴う移転
対象事業者の市内への立
地誘導

●住工共生のまちづくり
活動の支援

●都市計画道路「宮内新
横浜線」建設に伴う移転
対象事業者の市内への立
地誘導 

事業推進

産業振興協議会等
推進事業 

●産業振興協議会の運営 

●「かわさき産業振興プ
ラン」の策定 

●「川崎の産業 2014」の
作成 

●産業振興協議会の運営 

●「かわさき産業振興プ
ラン」の進捗管理の実施 

●「かわさき産業振興プ
ラン」第 2 期実行プログ
ラムの策定

●「川崎の産業 2017」の
作成 

事業推進 

商工業従業員永年
勤続者表彰事業 

●中小企業事業所の従業
員等を対象とした永年勤
続者表彰事業の実施 

●中小企業事業所の従業
員等を対象とした永年勤
続者表彰事業の実施 

事業推進 

建設業振興事業 ●市内建設業の振興施策
の展開 

●研修会やフォーラムの
開催 
（H27 研修会等開催数：6
回） 

●市内建設業の振興施策
の展開 

●研修会やフォーラムの
開催 
（研修会等開催数：6 回
以上）

事業推進 

信用保証等を行う信
用保証協会の事業を
推進することによっ
て、中小企業者等の
資金調達の円滑化を
図ります。 

先端技術を持つ企業
の事業化を支援するこ
とにより、先端産業の
創出と集積を促進しま
す。 

地理的優位性や環境
技術の蓄積など、本市
の強みを海外に対して
効果的に情報発信し、
対内投資を促進しま
す。 

中小製造業の操業環
境と住民の住環境の
調和を図りながら、工
業集積の維持・発展を
進めます。 

学識経験者等からの
意見聴取や市内経済
の動向調査により、効
果的な産業振興施策
の展開を図ります。 

表彰制度の活用によ
る中小企業の雇用の
定着や従業員の意識
高揚を通じて、中小企
業の振興を図ります。 

産業構造の変化の中
で経営環境が厳しさを
増している市内中小建
設業の経営改善や基
盤強化を図ります。 



施策４-１-３ 中小企業の競争力強化と活力ある産業集積の形成

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

経済団体等助成・支
援事業 

●経済団体等による情報
発信や人材活用、セミナ
ー等の事業への支援の実
施 

●経済団体等による情報
発信や人材活用、セミナ
ー等の事業への支援の実
施 

事業推進 

マイコンシティ地
区活性化推進事業 

●民間貸付事業（事業用
定期借地）の継続 

●企業間交流会の開催 

●地域資源を活かした工
業集積エリアの活性化策
の展開 

●民間貸付事業（事業用
定期借地）の継続 

●企業間交流会の開催 

●地域資源を活かした工
業集積エリアの活性化策
の展開

事業推進 

水江町地区活性化
推進事業 

●民間貸付事業（事業用
定期借地等）の継続 

●進出企業の成長支援や
要望･相談への対応 

●民間貸付事業（事業用
定期借地等）の継続 

●進出企業の成長支援や
要望･相談への対応

事業推進 

新川崎Ａ地区活性
化推進事業 

●民間貸付事業（事業用
定期借地）の継続 

●進出決定企業の円滑な
立地に向けた支援の実施 

●民間貸付事業（事業用
定期借地）の継続 

●進出決定企業の円滑な
立地に向けた支援の実施 

事業推進 

金融対策指導事業 ●創業支援資金等の診断
の実施 

●直接貸付金の債権管理 

●倒産企業の情報収集 

●信用保証協会の指導・
検査の実施 

●創業支援資金等の診断
の実施 

●直接貸付金の債権管理 

●倒産企業の情報収集 

●信用保証協会の指導・
検査の実施

事業推進 

中小企業の経営相
談・金融相談事業 

●中小企業信用保険法に
基づく認定業務の実施 

●経営や金融に関する窓
口・電話相談の実施 

●中小企業信用保険法に
基づく認定業務の実施 

●経営や金融に関する窓
口・電話相談の実施

事業推進 

中核的機能を担う経
済団体等への支援を
通じて、市内産業の振
興を図ります。 

優れた技術を有する
企業が集積するマイコ
ンシティ地区を適切に
管理するとともに、同
地区の活性化を推進
します。 

水江町地区の市有地
への進出企業の成長
を支援し、臨海部の産
業再生・活性化を促進
します。 

新川崎 A 地区におけ
る研究開発型企業の
集積を維持し、更なる
地域価値の向上を推
進します。 

創業支援資金の貸出
に伴う専門家による経
営診断や信用保証協
会の指導等を実施し
ます。 

中小企業等の経営環
境改善のため、中小
企業者等の経営や金
融に関する課題解決
を支援します。 



施策４-１-３ 中小企業の競争力強化と活力ある産業集積の形成

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

中小企業の経営相
談・金融相談事業
（溝口事務所） 

●中小企業信用保険法に
基づく認定業務の実施 

●経営・金融に関する窓
口や電話相談の実施 

●中小企業信用保険法に
基づく認定業務の実施 

●経営・金融に関する窓
口や電話相談の実施 

事業推進 

産業デザイン振興
育成事業 

●「かわさき産業デザイ
ンコンペ」の開催 

●産業デザインの活用促
進及び商品化の支援の実
施 

●「かわさき産業デザイ
ンコンペ」の開催 

●産業デザインの活用促
進及び商品化の支援の実
施

事業推進 

中小企業等の経営環
境改善のため、中小
企業者等の経営や金
融に関する課題解決
を支援します。 

製品の高付加価値化
に資する産業デザイン
を活かしたものづくり
を支援する取組を推
進します。 



施策４-１-４ 都市農業の強みを活かした農業経営の強化

施策４-１-４ 都市農業の強みを活かした農業経営の強化

直接目標

市内農家の農業経営を安定化・健全化させる

主な成果指標

名 称
(指標の出典) 

現     状 
第１期実施計画期間
における目標値 

第２期実施計画期間
における目標値 

第３期実施計画期間
における目標値 

認定農業者累計数 
（経済労働局調べ） 

25人
（平成２６年度） 

30人以上
（平成２９年度） 

40人以上 
（平成３３年度） 

50人以上 
（平成３７年度） 

援農ボランティアの累
計活動日数 
（経済労働局調べ） 

400日 
（平成２６年度） 

440日以上
（平成２９年度） 

520日以上
（平成３３年度） 

600日以上
（平成３７年度） 

計画期間の主な取組

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

○担い手・後継者育

成事業 

●女性農業者及び青年農
業者組織の活動支援の実
施 

●認定農業者（農業経営
改善計画を作成し、市か
ら認定を受けた農業者）
の確保と育成 

●女性農業者及び青年農
業者組織の活動支援の実
施 

・若手農業者団体、女
性農業団体等の活動
やネットワークづく
りの支援 

●認定農業者等の意欲あ
る農業者に対する支援の
実施 

・講習会の開催 
（開催数：2回以上） 

・農業担い手経営高度
化支援事業の検討・実
施 
（支援件数：3件以上） 

●女性農業者及び青年農
業者組織の活動支援の充
実 

・若手農業者団体、女
性農業団体等の活動
やネットワークづく
りの支援 

●認定農業者等の意欲あ
る農業者に対する支援の
実施 

・講習会の開催 
（開催数：2回以上） 

・農業担い手経営高度
化支援事業の実施・検
証 
（支援件数：3件以上） 

事業推進 

○農業経営支援・研
究事業 

●農産物の栽培技術向上
のための各種試験研究及
び農産物等の実証栽培の
実施 

●生産者向け講習会等の
実施 
（H26 講習会等の開催
数：122回） 

●「環境保全型農業推進
方針」の改定、及び新た
な方針に基づく環境保全
型農業の普及推進 

●農産物の栽培技術向上
のための各種試験研究及
び農産物等の実証栽培の
実施 

●生産者向け講習会等の
実施 
（講習会等の開催数 122
回以上） 

・経験の浅い農業者を
主な対象とした講習
会等の技術指導の実
施 
（講習会等の開催
数：8回以上） 

●「環境保全型農業推進
方針」に基づく環境保全
型農業の普及推進 

●生産者向け講習会等の
実施 
（講習会等の開催数 130
回以上） 

・経験の浅い農業者を
主な対象とした講習
会等の技術指導の実
施 
（講習会等の開催
数：10回以上） 

事業推進 

講習会の開催や農業
者組織の活動支援等
を通じて、経営感覚に
優れた農業の担い手・
後継者の育成を図り
ます。 

施設整備や農業機械
等の導入などにより生
産性を向上させ、経営
の合理化に取り組む
農業者を支援します。 
また、「農業技術支援
センター」において、農
業経営向上に資する
農業技術の研究・普
及に取り組みます。 



施策４-１-４ 都市農業の強みを活かした農業経営の強化

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

○農業生産基盤維
持・管理事業 

●「農業振興地域整備計
画」に基づく農用地区域
の適正管理、違反転用地
の違反解消に向けた活動
の実施

●農業振興地域の農業用
水利施設等ストックマネ
ジメント調査と計画的改
修の実施

●黒川東土地改良事業共
同施行の換地事業完了に
向けた支援

・道水路工事の実施

●「農業振興地域整備計
画」に基づく農用地区域
の適正管理、違反転用地
の違反解消に向けた活動
の実施

●農業振興地域の農業用
水利施設等ストックマネ
ジメント調査と計画的改
修の実施

●黒川東土地改良事業共
同施行の換地事業完了に
向けた支援

・道水路工事の実施

・補足測量の実施

●黒川東土地改良事業共
同施行の換地事業完了に
向けた支援

・換地業務

・確定測量の実施

事業推進

○援農ボランティ
ア育成・活用事業 

●援農ボランティアの育
成 
（H26 ボランティア数：
全 79人）

●講座修了後の援農ボラ
ンティアの活動支援 

●援農ボランティアの育
成 
（ボランティア数：全 94
人以上）

●講座修了後の援農ボラ
ンティアの活用促進に向
けた支援の実施

事業推進

○多様な連携推進
事業 

●多様な主体（農業者、
商業者、大学、福祉団体
等）の連携による地域農
業の活性化の推進 

●多様な主体（農業者、
商業者、大学、福祉団体
等）の連携による地域農
業の活性化の推進 

・「（仮称）都市農業活
性化連携フォーラム」
の設立 

・農作業の効率化、省
力化等に向けたモデ
ル事業の推進 
（実施数：3事業以上） 

●多様な主体（農業者、
商業者、大学、福祉団体
等）の連携による地域農
業の活性化の推進 

・「（仮称）都市農業活
性化連携フォーラム」
の運営 

・農作業の効率化、省
力化等に向けたモデ
ル事業の推進 
（実施数：3事業以上） 

事業推進 

安定した農業生産を
維持するため、農業振
興地域等における農
業用施設の維持・管
理を行います。 

都市農地を保全し、農
業の担い手の高齢化
や減少に対応するた
め、市民ボランティア
の活用を推進します。 

多様な主体との共創
による新たな農業価
値の創造を図ります。 


